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1. 施設再建の状況 



・ 再建の概況 

東日本大震災の津波で被災した 

  ・養護老人ホーム五葉寮 (生活管理指導短期宿泊・五葉  

                           寮いきいきデイサービス併設) 

                ＋ 

  ・いきいき福祉センター (居宅介護支援、訪問介護、訪問入浴) 

    

◎ 津波の危険のない被浸水地域に移転新築して 

   平成２５年１１月事業再開 1年４ヵ月経過 

 



五葉寮移転先及び津波被害区域 

━ 津波浸水区域 

旧五葉寮所在地 

新施設五葉寮 
センター所在地 

旧いきいき福祉 
センター所在地 



被災した養護老人ホーム五葉寮 



被災したいきいき福祉センター 



・ 再建の現況 

 

☆ 再建場所     岩手県釜石市鵜住居町２－２０－１ ※ 被災旧施設から鵜住居川上流４㎞ 

☆ 敷地面積           8264.57㎡           ※ 平成24年10月23日購入 

☆ 事業再建年月日    

      養護老人ホーム五葉寮  平成２５年１１月２３日  (事業開始 平成２５年１１月２９日) 

      いきいき福祉センター    平成２５年１１月２２日  (事業開始 平成２５年１１月２５日)  

☆ 施設の概況         

      養護老人ホーム五葉寮  建物面積： 2750.4 ㎡    構造規模：鉄骨造２階建                                  

       いきいき福祉センター   建物面積： 282.38㎡   構造規模： 木造平家建て 

 

☆ 連 絡       電話 0193-28-3005            FAX 0193-28-3007 

                                 メールアドレス： goyo_117@aioros.ocn.ne.jp  

                       HP：  http://iwate-aikeikai.jp/14.html                                  

 

 

 



・ 施設概況 

事業所名 
養護老人
ホーム五葉

寮 

五葉寮生活
管理短期宿
泊事業 

五葉寮いき
いきデイ
サービスセ
ンター 

いきいき居宅
介護支援セン

ター 

いきいきホー
ムヘルプス
テーション 

いきいき訪問
入浴介護セン

ター 

種別 養護老人ホーム 
老人短期入所 

施設 
老人デイサービ
スセンター 

居宅介護支援セン
ター・在宅介護支援
センター・地域包括支
援センター業務受託 

訪問介護事業 訪問入浴事業 

開設年月日 平成14年4月 平成14年4月 平成14年４月 平成14年4月 平成14年４月 平成14年4月 

定員(名) 50 2 30 

構造 

旧施設 1886.84㎡ 263.21㎡ 

新施設 2570.4㎡ 282.38㎡ 

差引 683.56㎡ 19.17㎡ 

職員 

旧施設 26 7 5 15 7 

新施設 29 7 3 16 4 

差引 ＋3 0 -2 ＋1 -3 



広々とした駐車スペースとポーチ 



 

                                 

 

 

 

   交流ホールのバルコニーから眺め  

  る景色も壮観です 

 ゆったりと明るい雰囲気で食事が  

 できます 



いきいき福祉センター 

五葉寮と同敷地内にあるいきいき福祉センター 



2. 大震災での教訓等 

     

    発災時～避難状況 

 





・ 発災時における対応 

  ① 予期しなかった津波災害への対応 

    養護老人ホームは過去の浸水区域ではなかった 

 ② 入所者も地域住民とともに避難 

 ③ いきいき福祉センターの職員がすべて五葉寮を目指して 

    避難した 

 ③ 被災し混乱した中での五葉寮入所者への地域住民の 

    協力 



・ 避難生活での対応 

1. 水の確保 

  和楽苑(作業所)の備蓄分、被災した 

  施設の給湯器の残った水、津波で浸水 

  した施設内の自動販売機の利用 

2. 食事の確保 

  被災した当日、高齢者には桃缶1個   

3. 入所者の薬の確保 

  医務室の薬保管庫は浸水を免れた。 

4. 職員体制 

  家族の安否がわからない中で２４時間 

  体制での職員対応。他の避難所、高齢 

 者等福祉避難所の２４時間体制での介護 

  



震災当日の避難先 和楽苑 

震災前 和楽苑 



震災当日から３日目までの避難ルート 

至大槌 

至遠野 

至釜石 

１日目 （3月11日）   ▲ 五葉寮裏にある和楽園（付設作業所） 
２日目 （3月12日） → ● 栗林町川目集会所 ▲ 釜石市立栗林小学校 ■ 栗林地区基幹集落センター  
３日目 （3月13日） → ■ 栗林地区基幹集落センター 

川目集会所 

釜石市立 
栗林小学校 

栗林地区基幹 
集落センター 



・ 避難経過 

・震災１日目  養護老人ホームの裏の和楽苑に避難 

・震災２日目  鵜住居川上流３か所の避難所へ分散避難 (被災地より３．５㎞～５.８㎞) 

・震災３日目  ３か所の避難所から１か所の避難所へ (栗林町内会の協力を得て)  

・震災１１日目  養護老人ホーム五葉寮入所者は岩手県内9施設に措置替え分散避難    

                         (高齢協養護部会、各施設様の協力を得て) ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用者はご家族  

                          のもとへ 

・震災２年８か月後    

     ・岩手県内９施設様から新施設へ入所者を受入。(各施設様より新たに措置替え) 

     ・仮設での事業運営から新施設でデイサービスを開設 

     ・仮設での事業運営から新施設でいきいき福祉センターを開設         

 

 

 

 



養護老人ホーム 
玉寿荘 様 

養護老人ホーム 
松寿荘 様 養護老人ホーム 

清和荘 様 

養護老人ホーム 
宝寿荘 様 

養護老人ホーム 
はなまき荘 様 

養護老人ホーム 
北星荘 様 

養護老人ホーム 
寿水荘 様 

養護老人ホーム 
江寿園 様 

長寿の森 
吉祥園 様 

養護老人ホーム五葉
寮 



災害時の教訓から 

1. 災害時、混乱時にはシンプルな指示系統 

  

2. 出来ることをまず一歩踏み出すこと 

 

3. 五葉寮が地域から認知されていた 

              ⇒ 五葉寮を地域が守ってくれた 



・ 被災後に認識した教訓 

1. 被災地には情報が伝わらない 

2. プロパンガスの利用で入所者や利用者へあたたかい食事の提供が出   

  来た 

3. 電力や水、食料の確保の必要性 

   ・３日間をどう持ちこたえるか 

   ・施設自体が被災した災害時 ⇒不足の事態が起きた場合の食事提 

                供業務代行2業者(今回の災害で2業者とも被災)     

   ・施設が被災しない災害時  ⇒食料、水の備蓄、非常用発電機等    



3. 再建に向けて 



施設 再建の経過 

平成２３年 

   ・ ３月１９日  避難所に各事業所長、主任、副主任を集合させ復興への思いを聴取し、出席者全員が力を 

             合わせて復興、施設再開を図ることを確認した 

   ・ ３月２０日  出席可能な理事、評議員で会議を開催し法人各事業の復興を図ることを確認した    

   ・ ８月１１日  理事会において津波の来ない安全な場所に移転新築し、地域住民の安心できる避難場所として施設を再建することを確認 

   ・１２月２２日  移転新築の資金計画が立たず、やむを得ず現地原形復旧の方針が理事会で承認された 

平成２４年 

   ・    ３月４日   移転協議の可能性が出た中で再度移転新築のシュミレーションを行ったが財政的に無理があり再び移転を断念した 

   ・    ３月６日   釜石市長の意見を踏まえて現地原型復旧を基本としつつ、再度移転新築の方向も再検討した 

   ・   ９月６日   釜石市長の意見書を添えての五葉寮の移転協議が承認された 

   ・１０月２３日   建設予定地の敷地を法人で確保購入した 

   ・１１月２９日   災害復旧費国庫補助金協議で補助金が確定した 

平成２５年 

   ・   ３月４日    養護老人ホーム五葉寮地鎮祭 

   ・ ３月２７日    いきいき福祉センター地鎮祭 

   ・１１月２３日    養護老人ホーム五葉寮竣工・再開 

     ・１１月２２日     いきいき福祉センター竣工・再開 

 



事業 再建の経過 

・ 利用者へのサービスについて 

   平成２３年３月１５日  鵜住居、唐丹居宅介護支援センターが利用者の安否確認を開始 

 平成２３年３月２２日  いきいき唐丹ホームヘルプステーション事業再開 

 平成２３年３月３１日  いきいきホームヘルプステーション事業再開 

 平成２３年４月２０日  いきいき訪問入浴介護センター事業再開 

 平成２３年４月２５日  五葉寮いきいきデイサービスセンターが仮設で事業再開 

 平成２３年４月２５日  いきいき唐丹デイサービスセンター事業再開 

 平成２３年８月 ３日  鵜住居地区高齢者サポートセンターを釜石市から受託運営開始   



唐丹事業所が被災を免れたこと
が法人の再建に向けて大きな力
となった。 

 また唐丹事業所が生活応援セ
ンター、保健師も交えて唐丹地
区の災害支援の拠点となった。 

唐丹事業所は高齢者の福祉
避難所的な役割を果たす。物
資の供給の拠点にもなった 

旧栗橋診
療所跡 

唐丹デイサー
ビスの送迎車 

リース
の浴槽 

平成23年4月25日再開の
五葉寮デイサービス 



平成23年8月3日開設の鵜
住居地区サポートセンター 

サポートセンターの受託が職員の仕
事の確保となり、同時に施設が被災
した中で介護保険業務の拠点となっ
て業務を展開できた。 



 五葉寮開所時に職員の確保が出来ず 

全国社会福祉法人経営協議会様、大
阪府社会福祉協議会様から鵜住居地
区サポートセンターへの職員派遣のご
支援をいただきました。 

 おかげさまで養護老人ホームの職員
の人員不足を補うことが出来ました。 

 また、派遣頂いた専門職員の方々か
ら相談援助、介護技術等のご指導をい
ただきました。 

  

 派遣頂いた専門職の方々 

社会福祉士・精神保健福祉士・臨床心
理士・介護福祉士・ケアーマネージャー 

等 

 

  たいへんありがとうございました。 

  

不足した職員派遣の受入れ 



被災後の課題 

1. 養護老人ホーム入所者について 

   養護老人ホーム五葉寮(定員50人)は平成２６年４月１日から満床となっております。 し 

   かし地域においては震災後あらたな養護対象者も増加しております。 

 

2. 介護保険利用者について 

   当法人の主たるサービスエリアである鵜住居地区は壊滅的な被害を受け利用者やご家 

  族は仮設住宅など市内全域に分散して居住しており、震災前に比べてデイサービスの送 

  迎時間、訪問介護員の移動時間の長さがサービス提供に影響している状況もあります。 

 

3. 職員の確保について 

   職員の雇用確保は地域全体としても難しく、介護ニーズのある利用者様に必要な介護保 

  険サービスを提供できていない状況もでております。 



法人の財務についての課題 

1. 資金収支残高について 

  今次災害復興のなかで当初より養護老人ホーム定員50床、措置ショート2

床と在宅介護保険事業の事業構成の中では多額な借入金が出来ない財務体

質にありました。また償還財源の養護老人ホームの民間施設給与改善費は介

護職員不足になかでは養護再開時、無資格の職員、措置経験等の無い職員

を採用しており震災前より大幅に落ち込んでおります。新たな介護保険報酬改

定のなかで借入金1億円、実質資金収支残高(介護保険事業の国保連未収金

は含まず)1億円強で新たなスタートを切っております。 



     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開所からの五葉寮入所者の推移 

項目 
25年
11月 

 

12月 
26年 

1月 
 

2月 
 

3月 
 

4月 
 

5月 
 

6月 
 

7月 
 

8月 
 

9月 
 

10月 
 

11月 
 

12月 
27年 

1月 

定 員
在 寮
数 

員数 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 

述日
数 

1500 1550 1550 1400 1550 1500 1550 1500 1550 1550 1500 1550 1500 1550 1550 

在 寮
実 績
数 

員数 11 39 43 43 49 50 50 50 50  50  50 50 50 50 50 

延日
数 

20 992 1,303 1,231 1,447 1,468 1,508  1,487  1,519  1,512  1,485 1,495 1,451 1,541 1,550 

利用率(述日
数) 

1.3% 64.0% 84.1% 87.9% 93.4% 97.9％ 97.3％ 99.1％ 98％ 97.5% 99.0％ 96.5％ 96.7％ 99.4％ 100％ 
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訪問介護事業所 (金額) 

22年度 

23年度 

24年度 

25年度 

26実績 

震災時からの介護保険事業の推移 



4. 再建後における意見等 



 現在の状況 

津波の来ない安全な場所へ移転 

 ・釜石市と高齢者等の福祉避難所の協定を結ぶ 

  

 ・災害時の地域の避難場所としての役割 

  

 ・地域包括ケアシステムの拠点としての役割 

 

 



釜石市ふれあい 
交流センター清風園 

釜石市老人福祉センター 

特別養護老人ホーム 
あいぜんの里 様 

釜石市身体障害福祉センター 

特別養護老人ホーム 
アミーガはまゆり 様 

特別養護老人ホーム 
仙人の里 様 

養護老人ホーム五葉寮 

釜石市 
いこいの家 

自立支援施設 
大松学園 様 

■ 特別な配慮を要する高齢者 
■ 身体障害者 
■ 知的障害者 

釜石市内における福祉避難所拠点 

施設別避難対象 



社会福祉法人愛恵会 経営理念 

 

  私たちは、社会福祉法人として 

      相互扶助の精神の基に取り組みます 

 

  私たちは、福祉事業の 

      実践を通じて地域社会に貢献します 

 

 



 目指すもの 

    

   養護老人ホームの本来的な役割の発揮 

        (ソーシャルワーク機能の充実) 

 

   在宅介護保険事業の地域ニーズへの的確な対応 

 

   地域包括ケアシステムにおいての役割を担う 

 

 

 

 



 現在の取り組み 

●地域包括システムの拠点との連携 

 ・鵜住居生活応援センターとの連携 (鵜住居地区) 

 ・唐丹応援センターとの連携 (唐丹地区) 

●医療との連携 

 ・OKはまゆりネットワークへの参加 

 ・養護老人ホーム入所者の医療、生活情報の共有 

    嘱託医、施設長・看護師、相談員、支援員、栄養士等 



現在の取り組み 

  地域との交流 

  

 ・ 近隣の保育園児、幼稚園児、小中学生との交流 

    

 ・ 町内会、消防団との交流(災害支援、災害時施設を 

  地域に提供) 

 

 

 



嘱託医との情報交換 

入所者情報を医療・介
護・生活のそれぞれの
分野から集約し共有す
ることで、入所者のさ
らなる安全、安心な生
活の向上を目指す。 



震災前から交流のある保育園児とも久々の再会 

中学校の皆と清掃活動もしました 

～ 地域交流の一環 ～ 



 戻ってきた日常のひとコマ 

頂いた柿の皮をむいて、干し柿にしてみました。 



            ■■ 五葉寮・いきいき福祉センター 
             ■ 鵜住居保育園 様 
             ■ 鵜住居幼稚園 様 
             ■ 鵜住居小学校 様 
             ■ 釜石東中学校 様 
 

鵜住居被災区域における移転先 



災害時の教訓から 

出来ることをまず一歩踏み出したこと 

      ⇒ 全国から多くの方々よりご支援をいただきました 

五葉寮が地域から認知されていたこと 

      ⇒ 五葉寮は昭和37年に釜石市が設立した施設でした 

独自で立ち上がる前提での復興計画 

      ⇒ 震災直後は全く無理でしたが補助金等多くの方々 

        にご支援をいただきました 

 



5. 参      考 



震災時、非
常食は和楽
苑に保管し
ていた。高齢
者等に桃缶
を提供でき
た。 

非常時の食事の提供
先２業者も釜石市内で
被災して提供できな
かった 



○ 被災当日３月２２日は高齢者
には和楽苑の非常食桃缶等を１
人１個のとして食事提供した。 

 汁を飲んでいただき水分補給
をいたしました。 

  

○ ３月１２日からは職員や地域
の方々、デイ利用者のご家族よ
り食料支援をいただきました。 

 

○ ３月１６日からは自衛隊の食
糧支援をいただきました。 

 


